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若
柳
地
織
の
歴
史
は
、
明
治
末
期
ま
で
さ
か

の
ぼ
る
。
県
北
で
呉
服
屋
の
番
頭
を
し
て
い
た
千

葉
孝
治
氏
が
、
絹
よ
り
手
ご
ろ
な
木
綿
に
注
目

し
、
手
織
り
に
よ
る
綿
織
物
の
生
産
を
始
め
た
。

１
９
１
５
年
、
豊
田
式
鉄
製
小
幅
動
力
織
機
（
Ｙ

式
）
を
23
台
導
入
し
、今
の
場
所
に
工
場
を
建
て
た
。

　
木
綿
そ
の
も
の
が
持
つ
柔
ら
か
さ
を
生
か
す
た

め
、
若
柳
地
織
で
は
紡ぼ
う
せ
き績

機き

か
ら
紡
ぎ
だ
し
た
糸

を
よ
り
合
わ
せ
な
い
「
単た
ん

糸し

」
を
使
う
。
朱
色
や

紺
色
な
ど
７
種
類
の
色
目
で
染
め
た
糸
を
組
み
合

わ
せ
て
柄
目
を
作
り
、
機
械
で
織
り
上
げ
る
。

　「
こ
の
機
械
は
、
豊と
よ

田だ

佐
吉
翁お
う

（
ト
ヨ
タ
グ
ル
ー

プ
創
始
者
）
が
肌
着
や
ガ
ー
ゼ
を
織
る
た
め
に
考

案
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
今
の
機
械
よ
り
も
タ
テ
糸

を
緩
く
し
て
低
速
で
織
る
。
若
柳
地
織
の
肌
触
り

と
風
合
い
は
、
こ
の
機
械
だ
か
ら
生
み
出
せ
ま
す
」

　
そ
う
話
す
３
代
目
の
千
葉
孝た
か
よ
り順

さ
ん
（
66
）
は
、

高
校
を
卒
業
し
て
す
ぐ
に
工
場
に
入
っ
た
。
ば
ら

ば
ら
に
し
た
１
台
の
織
機
を
「
ま
ず
は
自
分
で
組

み
立
て
る
よ
う
に
」
と
父
に
言
わ
れ
て
以
来
、
織

機
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
修
理
は
す
べ
て
自
分
で

行
っ
て
き
た
。
純
正
品
が
手
に
入
ら
な
い
部
品
交

換
は
、
類
似
品
を
加
工
し
て
使
用
。
今
で
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
織
機
の
微
妙
な
癖
ま
で
熟
知
し
て
い
る
。

　
化
学
繊
維
や
安
価
な
外
国
産
綿
製
品
に
押
さ
れ
、

か
つ
て
県
内
に
13
軒
あ
っ
た
綿
織
物
業
者
は
次
々

と
廃
業
し
た
。
こ
こ
１
軒
を
残
す
の
み
と
な
っ
た

が
、
震
災
を
乗
り
越
え
残
っ
た
６
台
の
織
機
が
、

今
も
な
お
柔
ら
か
な
生
地
を
織
り
続
け
る
。

　「
こ
の
機
械
を
導
入
し
て
今
年
で
ち
ょ
う
ど

１
０
０
年
。
こ
れ
か
ら
も
機
械
が
動
く
限
り
、
看

板
は
降
ろ
せ
な
い
ね
」。
そ
う
つ
ぶ
や
き
な
が
ら

孝
順
さ
ん
は
、
苦
楽
を
共
に
し
て
き
た
織
機
を
感

慨
深
げ
に
見
つ
め
て
い
た
。

１. 豊田式鉄製小幅動力織機（Ｙ式）。１世紀の時を経て、
今も現役で動いている　２. 織りの状態を目と手で確か
める。糸が切れそうな状態など、異変を瞬時に見極める　
３. 縞模様が特徴の若柳地織。７色の綿糸を組み合わせ、
さまざまなパターンで織り上げる

若
柳
地じ

織お

り

〈
栗
原
市
〉

問い合わせ

織元 千葉孝機業場

〒 989-5501
栗原市若柳字川北塚ノ越 12
TEL　0228-32-3087
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織機を操る千葉孝順さん
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一
生
に
一
度
の
大
き
な
買
い
物
と
も
い
え
る
住
ま

い
を
提
供
す
る
建
設
業
界
。
住
宅
の
購
入
者
と
の
信

頼
関
係
を
築
く
た
め
、
専
門
的
な
技
能
や
知
識
を

持
つ
た
く
さ
ん
の
人
が
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
宅
地
建
物
取
引
士
は
、
宅
地
や
建
物
の
売
買
・

賃
貸
の
仲
介
な
ど
の
専
門
家
。
法
律
の
知
識
を
使
っ

て
、
不
動
産
の
取
引
を
手
助
け
し
ま
す
。
取
引
前
の

買
主
・
借
主
に
対
す
る
物
件
の
説
明
な
ど
、
宅
地
建

物
取
引
士
に
し
か
で
き
な
い
仕
事
が
法
律
で
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
宅
地
建
物
取
引
士
の
資
格
試
験
に
は
、
年
齢
・

学
歴
・
実
務
経
験
な
ど
の
制
限
は
な
く
、
筆
記
試

験
に
合
格
す
れ
ば
取
得
で
き
ま
す
。
資
格
を
持
っ
て

い
て
も
、
実
際
に
仕
事
を
す
る
た
め
に
は
、
都
道
府

県
へ
登
録
と
、
宅
地
建
物
取
引
士
証
の
交
付
が
必
要

で
す
。
登
録
を
す
る
た
め
に
は
、
２
年
以
上
の
実
務

経
験
か
、
実
務
講
習
を
修
了
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
建
築
士
は
、
安
全
で
快
適
な
建
物
を
作
る
た
め
に

建
築
物
の
設
計
や
工
事
監
理
な
ど
を
行
う
仕
事
で
、

一
級
建
築
士
・
二
級
建
築
士
・
木
造
建
築
士
の
３
つ

が
あ
り
ま
す
。
建
築
士
の
資
格
試
験
は
、「
学
科
の

試
験
」と「
設
計
製
図
の
試
験
」に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

　
一
級
建
築
士
は
、
国
土
交
通
大
臣
の
免
許
を
受
け
、

個
人
住
宅
か
ら
学
校
・
病
院
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
建

築
物
の
設
計
を
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
一
定
規
模
以

上
の
建
築
物
に
お
い
て
、
構
造
や
設
備
が
基
準
に
適

合
す
る
よ
う
に
設
計
を
行
う
構
造
設
計
一
級
建
築
士

と
設
備
設
計
一
級
建
築
士
が
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
資

格
は
、
そ
れ
ぞ
れ
決
め
ら
れ
た
業
務
経
験
を
満
た
し
、

講
習
を
修
了
す
る
と
取
得
で
き
ま
す
。

　
二
級
建
築
士
は
、
都
道
府
県
知
事
の
免
許
を
受

け
、
一
定
規
模
以
下
の
建
築
物
の
設
計
を
、
木
造
建

築
士
は
さ
ら
に
小
規
模
の
木
造
建
築
物
の
設
計
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
快
適
な
住
空
間
の
提
案
を
行
う
イ
ン
テ
リ
ア
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
イ
ン
テ
リ
ア
に
関
す
る
幅
広
い

知
識
を
も
と
に
、
住
宅
や
部
屋
の
内
装
や
照
明
、
家

具
な
ど
の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
商
品
選
択
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
行
い
ま
す
。
建
設
会
社
や
設
計
事
務
所
、
デ
ザ

イ
ン
業
界
な
ど
住
ま
い
づ
く
り
に
関
連
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
場
所
で
活
躍
す
る
こ
と
が
で
き
る
仕
事
で
す
。

　
イ
ン
テ
リ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
受
験
資
格
に

は
年
齢
・
学
歴
・
実
務
経
験
な
ど
の
制
限
は
あ
り
ま

せ
ん
。
１
次
試
験
で
は
商
品
や
販
売
、
技
術
に
関
す

る
基
礎
知
識
が
問
わ
れ
、
２
次
試
験
で
は
、
論
文
と

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
試
験
が
あ
り
ま
す
。

　
造
園
技
能
士
は
、
住
宅
の
庭
づ
く
り
や
庭
木
・

街
路
樹
な
ど
の
手
入
れ
と
い
っ
た
造
園
に
関
す
る
高

い
知
識
と
技
術
力
を
持
つ
職
人
で
す
。
資
格
は
１
級

～
３
級
ま
で
あ
り
、
決
め
ら
れ
た
年
数
以
上
の
実
務

経
験
を
満
た
し
た
後
、
技
能
検
定
に
合
格
す
れ
ば

取
得
で
き
ま
す
。

　
技
能
検
定
に
は
、
庭
園
の
種
類
、
施
工
法
、
材

料
な
ど
の
知
識
に
つ
い
て
答
え
る
学
科
試
験
と
、
竹

垣
の
制
作
や
敷
石
の
配
置
と
い
っ
た
課
題
を
行
う
実

技
試
験
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

住
ま
い
の
設
計
や

工
事
を
監
督
す
る

「
建
築
士
」

住
空
間
を
作
る
た
め
の

提
案
を
行
う

「
イ
ン
テ
リ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」

庭
づ
く
り
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト

「
造
園
技
能
士
」

不
動
産
の
取
引
を
行
う

「
宅
地
建
物
取
引
士
」

仕事図鑑・用語解説

家事動線
　炊事や洗濯など家事をする時に人が動く経路の
こと。家事動線は家事の効率に大きな影響を及ぼ
す。また、家族の生活経路を整理したものを「生
活動線」、高齢者や病人を介護・介助するための
経路を「介護・介助動線」などと呼ぶ。これら動
線がスムーズな住宅ほど、暮らしやすく快適な住
まいといえる。

→P.8

間取り
　建築物の内部における部屋や区画の配置を示す。部屋の数と、リビ
ング (L)・ ダイニング (D)・キッチン (K) の有無を、3LDKというように、
数字とアルファベットで表記 することが多い。

→P.4
ま　ど

そのほかには、どんな仕事があるの？

窓装飾プランナー
カーテン・ブラインド・スクリー
ンなどについてデザインや機能、
価格を考慮しながら提案する専
門家です。

ブロック塀診断士
地震によるブロック塀の倒壊な
どを防止するため、既設ブロッ
ク塀の調査・点検を行い塀の性
能について評価します。

外壁診断士

設計から工事、メ
ンテナスまで外壁
に関するアドバイ
スを行います。

瓦屋根工事技士

瓦ぶき工事の監督
を行います。資格
取得には３年以上
の実務経験が必要。

塗装技能士

塗装に関する一定の
技能と知識を持って
いると国から認めら
れた職人です。

住まいづくりを
支える仕事

業界の勉強特集

　「業界の勉強」では、仕事図鑑で取り上げた業界ならで
はの知識や資格などについて解説します。今回は、住まい
に関わる仕事について紹介します。


